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時
空
を
超
え
て
・
・
・
石
積
み
の
棚
田
は
美
し
い

豊
穣
の
秋

蔵之元の棚田



敬
老
訪
問

　

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
し

て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
を
敬
愛
し
、

長
寿
を
祝
う
敬
老
訪
問
が
９
月
４

日
か
ら
７
日
ま
で
の
４
日
間
行
わ

れ
、
川
添
健
町
長
や
民
生
委
員
、

役
場
関
係
者
が
90
歳
以
上
の
お
年

寄
り
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

蔵
之
元
の
岩
下
政
一
さ
ん

（
94
）・
ス
ミ
子
さ
ん
（
90
）
夫
妻

宅
で
は
、
川
添
町
長
が
「
来
年
も

ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
再

会
を
約
束
し
、
町
か
ら
の
お
祝
い

金
と
記
念
品
を
夫
妻
へ
手
渡
し
ま

し
た
。

　

今
で
も
鍬く

わ

で
仕
事
を
頑
張
っ
て

い
る
政
一
さ
ん
は
「
新
鮮
な
魚
が

好
物
。
好
き
嫌
い
が
無
く
、
お
酒

を
飲
ま
な
い
こ
と
」
と
長
生
き
の

秘
訣
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　敬老の日には、高齢者を敬い、長寿を祝うとともに、高齢者の福
祉について関心を深め、高齢者の生活の向上を図ろうという気持ち
が込められています。
　今年は９月 17 日が敬老の日。この日にちなみ、地域の高齢者を
いたわり励ます行事や、高齢者に対し周囲の人たちの「敬老」に感
謝する行事が行われました。

お年寄りへ町からのお祝いが手渡される
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シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

長
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
（
早

勲

会
長
）
が
主
催
す
る
い
き
い
き
シ

ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
９
月
28

日
、
長
島
町
総
合
町
民
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
各
地
区
の
老
人
ク
ラ

ブ
か
ら
約
３
７
０
人
が
参
加
。
ス

敬
老
会

　

敬
老
の
日
の
９
月
17
日
を
中
心

に
、
町
内
各
地
で
地
域
ぐ
る
み
の

運
動
会
や
敬
老
祝
賀
会
が
あ
り
ま

し
た
。

　

秋
晴
れ
の
下
で
開
か
れ
た
運
動

会
で
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
が
集
い
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
や
宝

つ
り
、
玉
入
れ
な
ど
の
競
技
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

敬
老
祝
賀
会
で
は
、
お
年
寄
り

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
な
が
ら
、
芸
達

者
が
歌
や
踊
り
を
披
露
し
、
会
場

を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

小
坂
公
民
館
で
は
、
婦
人
会
の

会
員
が
「
大
相
撲
小
坂
場
所
」
を

熱
演
。
行
司
差
し
違
え
や
同
体
で

の
取
り
直
し
、
ま
わ
し
が
緩
ん
で

の
ま
っ
た
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り

組
み
が
相
次
ぎ
、
会
場
か
ら
笑
い

声
が
絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

こ
の
小
坂
場
所
は
来
年
も
行
わ

れ
る
予
定
で
、
お
年
寄
り
た
ち

は
、「
長
生
き
し
て
、
ま
た
見
に

来
て
く
だ
さ
い
」
と
来
場
所
の
観

戦
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ー
ン
レ
ー
ス
や
輪
投
げ
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
種
目
を
、
大
字

ご
と
に
編
成
さ
れ
た
10
チ
ー
ム
で

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
マ
イ
ペ
ー
ス

で
競
技
に
参
加
し
、
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
、
心
地
よ
い
汗
を
流

し
ま
し
た
。

お年寄りの笑いを誘った大相撲小坂場所

ピンを倒し、先を急ぐ参加者たち
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10
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
鳥
取

県
で
開
か
れ
る
第
９
回
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
（
通
称
＝
和
牛
全

共
）
に
、
本
町
か
ら
肉
牛
４
頭
が

県
代
表
と
し
て
出
品
さ
れ
ま
す
。

　

県
代
表
の
４
頭
は
、
７
月
に
霧

島
市
の
姶
良
中
央
家
畜
市
場
で
行

わ
れ
た
鹿
児
島
県
最
終
予
選
会
で

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
予
選
会
で

は
、
生
後
月
齢
な
ど
で
分
け
ら
れ

た
８
部
門
で
生
育
や
体
形
、
仕
上

げ
具
合
な
ど
が
競
わ
れ
、
７
〜
９

区
に
中
山
正
美
さ
ん
（
犬
鹿
倉
）

の
所
有
牛
３
頭
が
、
９
区
に
有
限

会
社
う
し
の
中
山
（
中
山
高
司
代

表
取
締
役
＝
母
良
木
）
の
所
有
牛

１
頭
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

県
代
表
の
肉
牛
８
頭
中
、
４
頭

が
本
町
か
ら
の
出
品
で
、
本
町
生

産
者
の
技
術
力
の
高
さ
が
証
明
さ

れ
ま
し
た
。

 「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」

　

全
国
の
優
秀
な
和
牛
（
黒
毛
和

種
牛
）
が
５
年
に
１
度
、
一
堂
に

会
し
て
そ
の
優
劣
を
競
う
全
国
大

会
で
、〝
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〞

と
も
称
さ
れ
る
大
会
で
す
。

　

雄
牛
・
雌
牛
の
和
牛
改
良
の
成

果
を
競
う
「
種
牛
の
部
」
と
肉
質

を
競
う
「
肉
牛
の
部
」
が
あ
り
、

各
道
府
県
か
ら
選
抜
さ
れ
た
数
百

頭
の
和
牛
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で 

頂
点
を
目
指
し
ま
す
。

　

審
査
結
果
が
各
県
の
和
牛
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
大
き
く
影
響
す
る
だ

け
に
、
和
牛
関
係
者
に
と
っ
て

は
、
ま
さ
に
威
信
を
か
け
た
非
常

に
重
要
な
大
会
で
す
。

　

昭
和
41
年
に
第
１
回
の
「
和
牛

全
共
」
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
過

去
に
８
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

和
牛
全
共
に
挑
む
中
山
正
美
さ

ん
は
「
肉
質
に
こ
だ
わ
っ
て
、
他

の
牛
と
同
じ
よ
う
に
育
て
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
結
果
の
出
せ

る
生
産
を
し
て
い
き
た
い
」。
中

山
高
司
さ
ん
は
「
牛
の
命
に
感
謝

し
な
が
ら
、
牛
の
持
っ
て
い
る
素

質
を
最
大
限
に
生
か
せ
る
餌
の
や

り
方
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に

お
い
し
い
肉
を
食
べ
て
ほ
し
い
」

と
仕
事
に
か
け
る
思
い
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

出
品
牛
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
７
区
【
総
合
評
価
群
】
肉
牛
群

百
合
金
（
中
山
正
美
）

◆
８
区
【
若
雄
後
代
検
定
牛
群
】

金
星
（
中
山
正
美
）

◆
９
区
【
去
勢
肥
育
牛
】

吉
宗
（
中
山
正
美
）

秋
太
郎
（
う
し
の
中
山
）

『
和
牛
五
輪
』
に
本
町
か
ら
４
頭
出
品

↑和牛全共に出品される肉牛３頭と中山正美さん

↓和牛全共へ出発する直前の中山高司さんと出品牛
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長
島
町
秋
季
畜
産
共
進
会

　

平
成
19
年
度
秋
季
畜
産
共
進
会

が
９
月
11
日
、
城
川
内
家
畜
審
査

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
品
牛
は
、
町
内
か
ら
37
頭
出

場
し
、
１
部
・
２
部
・
３
部
に
月

齢
ご
と
に
個
体
審
査
と
比
較
審
査

が
行
わ
れ
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
賞
に
浦
底
の
山
口
正
成
さ
ん

所
有
牛
「
て
る
こ
」
号
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。(

出
品
者
名
で
記
載)

◎
種
牛
１
部

（
セ
リ
終
了
後
〜
12
カ
月
）

最
優
秀
賞

１
席　

脇
田　
　

泉

２
席　

兒
玉
美
津
子

３
席　

西
村　

直
樹

４
席　

門
元　

政
文

５
席　

門
元　

政
文

優
秀
賞濵

畑　

順
一
／
長
元　

峰
男

米
尾　

勝
己
／
町
田　

光
彦

◎
種
牛
２
部（

12
カ
月
〜
16
カ
月
）

最
優
秀
賞

１
席　

赤
嵜　

年
武

２
席　

浦
底　

初
男

３
席　

倉
田　

裕
德

４
席　

町
田　

光
彦

５
席　

久
保　
　

豊

６
席　

森
山　

津
経

７
席　

山
迫　

三
郎

８
席　

兒
玉
美
津
子

９
席　

山
口　

正
成

10
席　

宮
路　

幸
雄

11
席　

竹
ノ
内
郁
郎

優
秀
賞町

口　

和
久
／
増
永　

辰
馬

脇
田　

嘉
時
／
宮
路　

幸
雄

倉
田　

裕
德
／
古
川　

修
一

樫
谷　

勝
己
／
宮
路　
　

司

◎
種
牛
３
部（

16
カ
月
〜
23
カ
月
）

最
優
秀
賞

１
席　

山
口　

正
成

２
席　

山
口　

正
成

３
席　

古
川　

修
一

に
出
場
し
ま
し
た
。

　

長
島
町
か
ら
は
１
部
に
５
頭
、

２
部
に
11
頭
、
３
部
に
４
頭
の
合

計
20
頭
が
出
場
し
、
１
部
で
兒
玉

美
津
子
さ
ん
所
有
の
「
さ
ち
み
」

号
が
１
席
、
２
部
で
浦
底
初
男
さ

ん
所
有
の
「
み
ゆ
」
号
が
１
席
、

３
部
で
山
口
正
成
さ
ん
所
有
の

「
て
る
こ
」
号
が
１
席
と
上
位
入

賞
し
ま
し
た
。

　

県
畜
産
共
進
会
の
出
場
牛
も
決

定
さ
れ
、
２
部
１
席
の
浦
底
初
男

さ
ん
所
有
「
み
ゆ
」
号
、
３
部
１

席
の
山
口
正
成
さ
ん
所
有
「
て
る

こ
」
号
が
地
区
の
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。

　

入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。(

出
品
者
名
で
記
載)

◎
種
牛
１
部

最
優
秀
賞

１
席　

兒
玉
美
津
子

２
席　

脇
田　
　

泉

４
席　

西
村　

直
樹

優
秀
賞

門
元　

政
文  

２
頭

◎
種
牛
２
部

最
優
秀
賞

１
席　

浦
底　

初
男

２
席　

森
山　

津
経

３
席　

赤
嵜　

年
武

５
席　

山
迫　

三
郎

優
秀
賞町

田　

光
彦
／
久
保　
　

豊

兒
玉
美
津
子
／
山
口　

正
成

宮
路　

幸
雄
／
倉
田　

裕
德

　
　

竹
ノ
内
郁
郎

◎
種
牛
３
部

最
優
秀
賞

１
席　

山
口　

正
成

　

２
席　

山
口　

正
成      

優
秀
賞  

 

古
川　

修
一
／
宮
路　

義
輝               

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

　

 　

 

２
部
１
席

　

浦
底　

初
男　
「
み
ゆ
」
号

４
席　

宮
路　

義
輝

優
秀
賞増

永　

辰
馬
／
丸
尾　

實
義

　
　

脇
田　
　

泉

　
　

内
田　

秋
宏  

２
頭

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

　
　

  

３
部
１
席

山
口
正
成　
「
て
る
こ
」
号

↑地区 G チャンピオンに選ばれた「みゆ」号と浦底さん（左）

↑町Ｇチャンピオンに輝いた「てるこ」号と山口さん（右）

出
水
地
区
秋
季
畜
産
共
進
会

　

平
成
19
年
度
出
水
地
区
秋
季
畜

産
共
進
会
が
９
月
18
日
、
出
水
中

央
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
、
出
水

地
区
内
の
育
成
牛
40
頭
が
３
部
門
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項目 補正前の額 補正額 計

総務費 1,126,519 58,225 1,184744

民生費 1,994,673 5,785 2,000,458

衛生費 427,830 22,974 450,804

農林水産業費 950,930 134,222 1,085,152

商工費 71,030 964 71,994

土木費 1,334,744 28,452 1,363,196

消防費 293,727 670 294,397

教育費 728,547 3,716 732,263

災害復旧費 34 52,577 52,611

 歳出合計 8,615,911 307,585 8,923,496

項目 補正前の額 補正額 計

分担金及び負担金 175,702 1,277 176,979

使用料及び手数料 53，676 1 53,677

国庫支出金 842,766 33,904 876,670

県支出金 631,458 95,742 727,200

繰越金 57,293 110,181 167,474

諸収入 26,106 13,280 39,386

町債 1,296,200 53,200 1,349,400

歳入合計 8,615,911 307,585 8,923,496

別表１　　　　　　　　　　（単位：千円）

別表２　　　　　　　　　　（単位：千円）

　

平
成
19
年
度
第
３
回
長
島
町
議

会
定
例
会
が
９
月
14
日
か
ら
25
日

ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
19
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
町
道
蔵

之
元
浜
漉
線
改
良
工
事
請
負
契
約

の
締
結
な
ど
議
案
19
件
、
発
議
１

件
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町

議
会
議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会

を
25
日
付
で
設
置
し
ま
し
た
。
本

町
の
議
員
定
数
は
、
合
併
協
議
会

で
18
と
し
、
初
回
だ
け
20
と
し
て

い
ま
し
た
。
同
委
員
会
は
、
１

年
を
め
ど
に
他
の
自
治
体
の
調
査

や
住
民
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が

行
政
用
語
の
解
説

■
歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
収
入

■
歳
出

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
支
出

■
地
方
交
付
税

国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
一
定
の

基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
税

■
町
税

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町
民
の
皆
さ

ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越
し
た
お
金

■
繰
入
金

町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
補
助
金

■
町
債

町
が
借
り
入
れ
た
お
金

■
総
務
費

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事
務
、

財
政
事
務
、
選
挙
事
務
な
ど
の
経
費

■
民
生
費

社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老
人
福
祉
、

児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃
棄
物
処
理

な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港
湾
、
公
営

住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被
害
軽
減
な

ど
の
経
費

■
教
育
費

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育

な
ど
の
経
費

■
公
債
費

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
の

償
還
金

万
１
０
０
０
円
や
県
支
出
金
９
５

７
４
万
２
０
０
０
円
な
ど
で
す
。

歳
出
（
別
表
２
）

　

今
回
補
正
さ
れ
た
歳
出
の
主
な

も
の
は
、
小
浜
海
水
浴
場
海
浜
セ

ン
タ
ー
整
備
積
立
金
３
０
０
０
万

円
や
漁
礁
設
置
事
業
費
３
０
０
１

万
６
０
０
０
円
、
獅
子
島
一
周
林

道
災
害
復
旧
工
事
２
４
５
０
万
９

０
０
０
円
な
ど
で
す
。

　

今
回
追
加
さ
れ
た
予
算
の
主
な

事
業
を
、
各
課
別
に
紹
介
し
ま

す
。

ら
、
定
数
が
適
正
で
あ
る
か
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
委
員
長

は
小
川
武
男
副
議
長
が
務
め
、
議

長
を
除
く
18
人
で
構
成
さ
れ
ま

す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、
３
億
７
５
８
万
５
０
０
０

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
89
億
２
３
４
９

万
６
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

歳
入
（
別
表
１
）

　

追
加
予
算
の
歳
入
財
源
の
主
な

も
の
は
、
繰
越
金
１
億
１
０
１
８

獅子島一周林道災害復旧工事などに　　　　　　
３億７５８万５０００円を追加

一般会計予算の総額は　　　　
８９億２３４９万６０００円　
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≪水産商工課≫

漁礁を設置し漁場を造成（片側）

三船漁港の整備

≪事業推進課≫

ぐるっとフラワーロード事業

≪農林課≫

長島フェスタの開催

マンダリンセンターの修繕費

不知火ハウスの設置補助

≪建設課≫

瀬戸大島線の維持工事

町道の災害復旧工事

河川の災害復旧

≪水道課≫

簡易水道の工事（北方崎ほか）

・・・・・30,016

・・・・・・・・・・・・12,000

・・・・・・8,031

・・・・・・・・・・3,200

・・・・・・1,634

・・・・・・・・22,830

・・・・・・・・・2,035

・・・・・・・・・・7,845

・・・・・・・・・・・・20,223

・・・・・23,582

≪総務課≫

花嫁対策交流イベントの開催

≪企画財政課≫

ながしま造形美術展の作品展示施設整備

≪町民福祉課≫

老人保健福祉計画策定の経費

子宝お祝い金の支給

≪保健衛生課≫

小学３年終了時までの医療費の助成

水俣病相談窓口と離島医療・福祉推進モデル事業

火葬場の修繕

・・・・・・1,500

・・・・・15,792

・・・・・・1,445

・・・・・・・・・・2,900

・・・・4,900

　・・・・・14,274

・・・・・・・・・・・・・3,800

主　な　事　業  

（単位：千円）

企画財政課
空家活用のための住宅改修　3,600 千円
町外からの I・U ターン者の定住促進を図るため、貸家と

して空家を改修

小浜海水浴場海浜センター整備積立金
　30,000 千円

小浜海水浴場に海浜センターを整備するため、資金を積み

立てて平成 20 年度に建設予定

耕地課
土地改良事業繰上償還金　  46,121 千円
土地改良事業に係る公庫資金借入を繰上償還する

農林課
畑作農産加工センター資金繰上償還金

　10,551 千円
畑作農産加工センター資金の債務を一括返済し、来年度か

らの利息支払を軽減する

獅子島一周林道災害復旧工事　24,509 千円
獅子島一周林道の崩落災害復旧工事

建設課
萩之牟礼茅屋線測量設計　20,000 千円
萩之牟礼―茅屋間の道路改良をするため、測量設計を委託

する

↑定住促進のために改修される空家（福ノ浦）

↑整備のために資金積立される小浜海水浴場

↑通行止めになっている獅子島一周林道
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町
長
動
静　

９
月

３
日　

長
島
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
（
指
江
庁
舎
）

４
‐
７
日　

敬
老
訪
問
（
町
内
）

４
日　

町
内
郵
政
公
社
と
の
懇
談
会
（
長
島
町
役
場
）

８
日　

第
２
回
長
島
町
小
学
生
相
撲
大
会

（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
駐
車
場
）

11
日　

東
海
カ
ー
ボ
ン
株
式
会
社
視
察
（
熊
本
県
）

12
日　

国
民
健
康
保
険
税
均
一
課
税
審
議
会

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

14
‐
25
日　

定
例
議
会
（
長
島
町
役
場
）

16
日　

町
内
中
学
校
体
育
大
会
（
町
内
）

17
日　

敬
老
行
事
訪
問
（
町
内
）

21
日　

長
島
町
水
産
マ
イ
ス
タ
ー
塾
入
塾
式

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

鷹
巣
地
区
村
づ
く
り
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

（
長
島
町
総
合
町
民
体
育
館
）

22
日　

城
川
内
幼
稚
園
運
動
会
（
城
川
内
小
学
校
）

23
日　

杉
ノ
段
招
魂
祭
（
町
内
）

26
日　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
臨
時
議
会
（
阿
久
根
市
）

27
日　

町
長
相
談
（
指
江
庁
舎
）

28
日　

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　

い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
長
島
町
総
合
町
民
体
育
館
）

　
　
　

茅
屋
漁
港
浮
桟
橋
完
成
祝
賀
会
（
茅
屋
漁
港
セ
ン
タ
ー
）

29
日　

マ
ル
イ
農
協
設
立
50
周
年
記
念
式
典
・
記
念
講
演
会

（
出
水
市
）

30
日　

町
内
小
学
校
運
動
会
（
町
内
）

　　　　      町県民税（３期）
10 月は　国民健康保険税（４期）　の納付月です。
　　　　     介護保険料（４期）
　　　           『納付期限は 10月 31 日（水）』
　口座振替の方は、10月 25 日（木）に口座引落をしますので、　
　預金残高等の確認をお願いします。   

Tax News

ご存知ですかｅ－Ｔａｘ！
　「国税電子申告・納税システム（ｅ－Ｔａｘ）」を利用することにより、国税に関する各種手続
を、自宅や事務所にいながらにしてインターネット等で行うことができます。

利用可能な手続き
○申　　　　告　・・・　所得税、法人税、消費税、酒税および印紙税
○納　　　　税　・・・　全ての国税
○申請・届出等　・・・　源泉所得税徴収高計算書、各種支払調書・各種移動届出書など

事前手続
○開始届出書を書面またはオンライン（ｅ－Ｔａｘホームページ）により所轄税務署長へ提出
○ｅ－Ｔａｘに利用可能な電子証明書、ＩＣカードリーダ等の取得
○利用される金融機関とのインターネットバンキング等の契約（電子納税を利用される場合）

相談受付
ｅ－Ｔａｘホームページ　http://www.e-tax.nta,go.jp
出水税務署総務課　℡ 0996-62-0200　　鹿児島税務相談室　℡ 099-255-8118
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町立図書館おすすめＢＯＯＫ

町立指江図書館 / 電話 0996-88-6500

町立鷹巣図書館 / 電話 0996-86-1111

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

毎
日
か
あ
さ
ん  

出
戻
り
編

西
原
理
恵
子  

著

犬と私の 10の約束
川口　晴  著

別れた夫・鴨ちゃんが帰ってきた！ ４人家族に戻った一家の、
世界をマタにかけた大騒動。『毎日新聞』連載「毎日かあさん」
と「毎日かあさん カンボジアだあ」に、鴨ちゃんとの輝く日々
を描いた書き下ろしを加え単行本化。  

あ
か
り
が
12
歳
の
と
き
、
子
犬
の
ソ
ッ
ク
ス
が
や
っ
て
き
た
。
亡

く
な
っ
た
母
と
か
わ
し
た
あ
の
約
束
を
、
は
た
し
て
、
あ
か
り
は

守
れ
る
の
か
…
。

私
が
死
ぬ
と
き
は
、
お
願
い
で
す
、
そ
ば
に
い
て
く
だ
さ
い―

赤
と
ん
ぼ
今
日
の
終
り
の
鎌
を
磨
ぐ　
　
　

二
階
堂
妙
子

万
歩
計
蜻
蛉
沸
き
立
つ
日
暮
か
な　
　
　
　

大
堂　

早
苗

汲
み
た
て
の
水
を
覗
き
に
赤
と
ん
ぼ　
　
　

平
山　

勝
子

記
念
樹
の
齢
指
折
る
鰯
雲　
　
　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

星
月
夜
舞
ふ
事
忘
れ
風
車
か
な　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

夕
焼
け
の
稲
の
静
け
さ
赤
と
ん
ぼ　
　
　
　

関　

佳
代
美

稲
は
穂
に
海
夕
映
え
の
金
を
織
り　
　
　
　

平
山　

風
鳥

紫あ
じ
さ
い

陽
花
の
こ
ぼ
す
滴

し
ず
く

は
鮮
や
か
な

　
　
　

花
色
な
し
て
雑
草
に
落
つ　
　
　
　

岩
下　

ち
江

く
す
み
見
ゆ
天
草
の
方か

た

は
ま
ち
釣
る
船
が

　
　
　

浮
か
び
て
秋
を
装
ふ　
　
　
　
　
　

岩
下
ふ
さ
よ

霞
間
深
く
差
す
秋
の
月
神
々
し

　
　
　

夜
す
が
ら
ひ
と
り
虫
の
声
を
聞
く　

岩
冨
八
代
子

夕
暮
の
し
づ
も
る
里
の
灯と

も
し
び火

に

　
　
　

父
母
在
り
し
日
の
蘇

よ
み
が
えり
く
る　
　
　

樫
平　

頼
子

わ
が
島
に
咲
く
と
き
至
り
何い

ず
こ処

に
も

　
　
　

紅
く
れ
な
い

深
き
天て

ん
が
い蓋
の
花　
　
　
　

 　
　

米
尾　

和
子

集
落
の
敬
老
会
に
我
も
居
て

　
　
　

ハ
ン
ヤ
踊
り
の
輪
に
は
い
り
た
し　

中
山
タ
マ
エ

藤
色
の
百さ

る
す
べ
り

日
紅
の
花
枝し

だ
れ垂

れ
咲
き

　
　
　

重
た
く
揺
れ
て
残
照
著し

る

し　
　
　
　

浜
田
美
代
子

花
過
ぎ
て
雀

か
え
り
み
ざ
り
し
庭
椿

　
　
　

青
実
て
ら
て
ら
残
暑
を
は
じ
く　
　

浜
畑　

松
枝

飼
い
主
の
名
を
背
に
書
か
れ
子
牛
ら
は

　
　
　

草
食は

み
て
お
り
初
秋
の
阿
蘇
に　
　

林　
　

ヒ
ロ

ピ
カ
ピ
カ
と
光
る
浮
標
を
引
き
上
げ
て

　
　
　

夜
明
け
の
海
に
網
上
ぐ
る
船　
　
　

本
田　

幸
子

黄
緑
の
稲
葉
は
日
日
に
色
づ
き
ぬ

　
　
　

台
風
逸そ

れ
て
黄
金
波
立
つ　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

引
潮
に
露あ

ら

わ
と
な
り
し
小
浜
岸

　
　
　

砂
は
漣

さ
ざ
な
みの
形
の
残
せ
り　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

刻
ま
れ
し
萬
葉
歌
碑
の
文
字
の
上
を

　
　
　

な
ぞ
り
て
遊
ぶ
大
小
の
蟹　
　
　
　

吉
田　

映
子

短
歌

間
違
っ
て
手
直
し
し
て
も
後
残
る

　
　
　

言
う
事
前
に
考
へ
る
事　
　
　
　
　

町
田　

末
則

徒
然
に
夏
果
て
秋
な
ら
ず
と
も

　
　
　

流
れ
る
時
は
計
り
知
ら
な
ん　
　
　

鶯
出　

成
人

俳
句

網
戸
よ
り
夕
顔
の
香
の
忍
び
入
る　
　
　
　

川
添　

行
秋
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出
水
養
護
学
校

　
　
　
　
　

学
校
開
放

 

労
働
保
険
の
加
入
は

　
　
　

お
済
み
で
す
か

 

行
政
相
談
所
を
開
設

　

出
水
養
護
学
校
で
は
、
地
元
の

よ
り
多
く
の
方
々
に
、
障
害
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
が
通
う
学
校
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、「
学

校
開
放
」
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
に
来
校
い
た
だ
け

る
よ
う
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
期
日

平
成
19
年
11
月
２
日
（
金
）

平
成
19
年
11
月
８
日
（
木
）

○
時
間

午
前
９
時
〜
12
時

○
場
所

県
立
出
水
養
護
学
校

○
内
容

普
段
の
授
業
を
参
観

随
時
問
い
合
わ
せ
を
受
付

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
立
出
水
養
護
学
校

℡
０
９
９
６
‐
６
３
‐
３
４
０
０

　

労
働
保
険
（
雇
用
保
険
・
労
災

保
険
）
は
、政
府
管
掌
の
保
険
で
、

原
則
と
し
て
労
働
者
を
一
人
で
も

雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
法

人
・
個
人
に
関
わ
ら
ず
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
・
労
働
局
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
は
、
毎
年
10
月
を
「
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
」
と
定
め
、
未
手

続
事
務
所
に
対
す
る
加
入
促
進
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
に
関
す
る
相
談
・

問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の
労
働

基
準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

ほ
か
、
社
会
保
険
労
務
士
・
労
働

保
険
事
務
組
合
（
商
工
会
等
）
な

ど
で
承
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

℡
０
９
９
６
‐
６
２
‐
０
６
８
５

川
内
労
働
基
準
監
督
署

℡
０
９
９
６
‐
２
２
‐
３
２
２
５

　

本
町
で
は
、
行
政
相
談
委
員
が

国
の
仕
事
に
つ
い
て
疑
問
や
要
望

な
ど
、
自
宅
や
電
話
で
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　

本
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員

が
、
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

○
日
時

平
成
19
年
10
月
29
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
場
所
・
相
談
委
員

◆
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

２
階　

相
談
室

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
０
０
２
３

◆
指
江
庁
舎

２
階　

会
議
室

℡
０
９
９
６
‐
８
８
‐
６
７
６
５

　

北
さ
つ
ま
漁
協
長
島
支
所
で

は
、
小
型
船
舶
海
技
免
許
証
更

新
お
よ
び
失
効
講
習
を
開
催
し
ま

す
。

○
日
時

平
成
19
年
12
月
８
日
（
土
）

受
付　

正
午

開
始　

午
後
１
時

○
場
所

サ
ン
セ
ッ
ト
長
島

℡
０
９
９
６
‐
８
８
‐
５
０
０
５

○
講
習
機
関

日
本
船
舶
職
員
養
成
協
会

○
講
習
時
間

更
新　

約
１
時
間

失
効　

約
２
時
間
20
分

○
受
講
者

更
新　

平
成
19
年
12
月
11
日
〜

　
　
　

平
成
20
年
12
月
20
日

失
効　

平
成
19
年
12
月
10
日
以
前

○
持
参
品

本
籍
記
載
の
住
民
票
の
写
し

更
新
お
よ
び
失
効
の
海
技
免
状

○
講
習
料

更
新　
　

９
、０
０
０
円

失
効　

１
５
、０
０
０
円

送
料
、
写
真
代
を
含
み
ま
す
。

鳥飼美代子委員池田　尚正委員

小
型
船
舶
海
技
免
状

更
新
・
失
効
講
習
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INFORMATION
 

町
職
員
人
事
異
動

　

10
月
1
日
付
け
で
、
町
職
員
の

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。（　

）
は
旧
職

【
課
長
補
佐
級
】

社
会
教
育
課
主
幹
兼
社
会
教
育
第

三
係
長
（
社
会
教
育
課
主
幹
兼
文

化
係
長
）　
　
　
　

  

湯
田
あ
け
み

税
務
課
長
補
佐
兼
町
民
税
係
長

（
税
務
課
長
補
佐
兼
町
民
税
第
一

係
長
）　
　
　
　
　

  
坂
元　

耕
作

社
会
教
育
課
主
幹
兼
文
化
係
長

（
税
務
課
主
幹
兼
町
民
税
第
二
係

長
）　
　
　
　
　
　

  

竹
之
内
逸
郎

【
係
長
級
】

税
務
課
主
任
（
北
薩
広
域
行
政
事

務
組
合
へ
派
遣
）　

  

小
川　

慶
太

【
係
員
】

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
派
遣

（
社
会
教
育
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　

増
田　

広
成

Ｊ
Ａ
い
ず
み
が
本
町
へ
寄
付

　

こ
の
た
び
、
鹿
児
島
い
ず
み
農

業
協
同
組
合
か
ら
本
町
へ
、
寄
付

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
組
合
の
上
野
時
義
組
合
長
ら

が
役
場
町
長
室
を
訪
れ
、
上
野
組

合
長
か
ら
川
添
健
町
長
に
寄
付
金

100
万
円
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
発
展
の
た
め
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長
島
高
等
学
校
同
窓
会
を
開
催

　

長
島
高
等
学
校
同
窓
会
で
は
、

次
の
と
お
り
総
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
出
席
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
期
日

平
成
19
年
11
月
11
日
（
日
）

○
場
所

長
島
高
等
学
校
体
育
館

○
そ
の
他

　

総
会
終
了
後
、
運
動
場
に
て
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

※
雨
天
の
場
合
、
総
会
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
と
も
に
長
島
町

総
合
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
で
開
催

第 2 回町民ゴルフ大会を開催
○日時　平成 19 年 12 月２日（日）
　　　　午前９時 41 分スタート
○場所　水俣国際カントリークラブ
○参加資格
　長島町内に住所を有している方
○参加料　１，０００円
　　　　　（プレイ料は各自負担）
○申し込み
　長島町開発総合センター社会教育課
分室および指江庁舎社会教育課に申
込書があります。申込締切は 11 月 20
日ですが、先着 50 人で締め切ります。
【問い合わせ先】
長島町体育協会
ゴルフ部　部長　千 明洋
℡０９９６‐８８‐５７３８
携帯０８０‐５２７２‐２７５８
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母校を駆け抜けみんなでゴール（汐見小）

旧友と仲良く二人三脚（川床小） 紅白に分かれて大玉搬送（平尾小）

輪回しで競い合う卒業生（田尻小）

　

青
空
の
広
が
る
９
月
30
日
、
幣

串
小
を
除
く
町
内
の
小
学
校
10
で

一
斉
に
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
汐
見
、
平
尾
、
田
尻
、
川
床

の
各
小
学
校
で
は
、
今
年
も
50
歳

に
な
っ
た
卒
業
生
た
ち
が
、
母
校

の
運
動
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
、
卒
業
生
と
し
て
運
動
会

に
参
加
し
た
の
は
、
昭
和
32
年
か

ら
33
年
生
れ
の
皆
さ
ん
で
す
。
卒

業
生
た
ち
は
、
懐
か
し
い
旧
友
や

恩
師
と
感
動
の
再
会
を
果
た
し
、

38
年
ぶ
り
に
母
校
の
運
動
会
に
参

加
し
て
、
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
思
い
っ
き
り
駆
け
巡

り
ま
し
た
。

　

運
動
会
の
前
後
日
に
は
、
同
窓

会
も
開
か
れ
、
久
し
ぶ
り
に
再
開

し
た
旧
友
ら
と
、
お
互
い
の
近
況

報
告
や
幼
い
こ
ろ
の
思
い
出
話
な

ど
、
話
題
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。
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今
年
４
月
に
長
島
町
ふ
る
さ
と

景
観
条
例
が
施
行
さ
れ
、
長
島
の

海
、
山
の
豊
か
な
自
然
等
を
生

か
し
魅
力
あ
る
個
性
豊
か
な
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
町
民
、
事

業
所
、
行
政
一
体
と
な
り
町
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
先
月
か
ら
景
観
づ
く
り
に
関

す
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、
今
月
は
、
有
限
会
社
福
山
建

設
の
花
壇
を
紹
介
し
ま
す
。

　

６
月
に
荒
地
を
造
成
し
、
仕
事

の
合
間
を
見
て
社
員
み
ん
な
で
植

付
け
、
管
理
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
月
の
植
栽
の
際
は
、
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
、
日
々

草
な
ど
す
ぐ
に
花
を
楽
し
め
る

花
、
晩
秋
ま
で
楽
し
め
る
花
の
苗

を
植
栽
し
ま
し
た
。
現
在
、
７
種

類
の
花
々
が
咲
き
誇
こ
り
、
特
に

２
色
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
が
県
道

を
行
き
交
う
人
た
ち
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
す
。

○
場
所　

県
道
葛
輪
瀬
戸
線
沿
い

の
針
尾
公
園
入
口
（
矢
堂
）

○
管
理
者　

有
限
会
社
福
山
建
設

※
景
観
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
事
業
推
進

課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

彼
岸
花
の
球
根
を
探
し
て
い
ま
す

　

事
業
推
進
課
景
観
係
で
は
、
初

秋
に
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
を
真
っ
赤

に
彩
る
彼
岸
花
を
、
長
島
の
沿
道

全
体
に
広
め
る
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
10
月
中
旬
に
な
る
と
花
期

が
終
り
、
葉
が
出
始
め
ま
す
が
、

葉
が
茂
っ
て
い
る
時
期
は
、
球

根
が
養
分
を
蓄
え
る
期
間
で
す
の

で
、
葉
が
枯
れ
て
か
ら
掘
り
取
り

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
提
供
し

て
い
た
だ
け
る
球
根
を
お
持
ち
の

方
は
、
役
場
事
業
推
進
課
景
観
係

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
景
観
協
定
団
体
を
募
集

　

沿
道
の
植
栽
や
花
壇
の
管
理
を

し
て
い
た
だ
い
て
る
個
人
や
団
体

等
、
ま
た
は
こ
れ
ら
に
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
る
方
々
を
対
象
に
、
ふ

る
さ
と
景
観
協
定
団
体
と
し
て
町

が
認
定
し
て
い
ま
す
。
認
定
を
受

け
た
団
体
に
は
、
花
の
種
や
資
材

代
等
、
活
動
経
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
現
在
、
ふ
る
さ
と
景
観

協
定
団
体
を
募
集
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
協
定
団
体
と
し
て
申
請
を

し
て
、
花
の
あ
ふ
れ
る
長
島
の
景

観
づ
く
り
に
参
加
い
た
だ
け
る
団

体
等
（
自
治
公
民
館
、
事
業
所
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
他
）
は
、
役

場
事
業
推
進
課
景
観
係
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
１
２
６
６

わ
が
町
の
景
観
づ
く
り

花の咲き誇るまちへ

↑色鮮やかな花が咲き乱れる県道沿いの花壇
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まちの話題

尾中南・茅屋がチャンピオン平 第2回長島町壮年ミニバレーボール大会

どもの安心安全を守ろう
川床中学校区で青パト巡回

体・個人ともに城川内小制す団 第２回長島町小学生相撲大会

　長島町自治公民館連絡協議会（上傳会長）が主催す
る第２回長島町壮年ミニバレーボール大会が９月 26
日から 28 日まで、Ｂ＆Ｇ体育館で開催されました。
　体育指導委員が中心となって運営された同大会に
は、男子 16 チーム、女子 22 チームが出場して熱戦
が繰り広げられました。成績は次のとおりです。
男子　【優勝】平尾中南　【２位】茅屋
　　　【３位】蔵之元中　【４位】蔵之元上
女子　【優勝】茅屋　　　【２位】指江Ｃ
　　　【３位】指江Ａ　　【４位】幣串

　川床小学校で９月 19 日、地区民の自家用
車に青色回転灯を取り付けた防犯パトロール
カーの出発式がありました。
　地域の安全・安心は自ら守ろうと川床中学
校区の自主防犯団体、３Ａパトロール隊（田
中忠臣隊長）が青色回転灯をつけた通称「青
パト」で、校区内をパトロールします。
　式では、児童が見守るなか、阿久根警察署
長から隊員へ委嘱状と青パト実施者証が手渡
され、川床小の大薗一法校長が「青パト隊の
発足により子どもたちが守られます。子ども
たちも自分の体は自分で守るということを心
がけてください」とあいさつ。早速、隊員た
ちは巡回に出発しました。

　第２回長島町小学生相撲大会が９月８日、長島町文
化ホール横の相撲場でありました。
　同大会は、団体戦と個人戦が行われ、児童たちの気
迫のこもった取組に、会場からは盛んに声援が上がっ
ていました。成績は次のとおりです。
団体戦【優勝】城川内Ａ【２位】平尾小
　　　  【３位】汐見小　  【４位】本浦小
個人戦【優勝】中畑知徳（城川内）【２位】増田昇（城
川内）【３位】水永魁人（本浦）【４位】山下竜生（本浦）

↑自家用車に青色回転灯を取り付けパトロールに出発

↓ご近所さん同士のチームで競い合う

↑ちびっ子力士たちが奮闘

子

ながしま 14広報



My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

た来ます　長生きしてま 城川内小１・２年生が長生園を慰問

没者に感謝の誠を捧げる戦 杉ノ段招魂祭

↑相撲、剣道、弓道の
奉納試合が行われ、会
場は賑わう

←英霊をお迎えし、感
謝の誠を捧げる参列者

　９月 13 日、敬老の日に合わせて城川内小学校（田
畑義文校長・児童数 92 人）の１・２年生 23 人が、
養護老人ホーム長生園を慰問しました。
　児童たちは、練習を重ねたズンドコ節や長島音頭
などの歌や踊りを披露し、手づくりのメダルを贈っ
たり、肩たたきをしたりして入所者とふれあい、交
流を深めました。
　最後に、児童を代表して橋元聖登君（２年）が「ま
た来たいと思いますので、元気でいてください」と
あいさつ。入所者の健康を気遣いました。

　杉ノ段招魂祭が９月 23 日、杉ノ段招魂墓
地でしめやかに行われました。
　遺族や関係者、消防団員らが参列して行わ
れた神事では、慰霊のことばが述べられた後、
各種団体の代表者が記念碑に玉串を奉り、拝
礼しました。参加者一同は、明治維新以降の
戦争で亡くなられた方々に対し、感謝の誠を
捧げ、平和への誓いを新たにしました。
　続いて、招魂墓地下の広場でちびっ子相撲
や剣道、弓道の奉納試合が行われ、繰り広げ
られる熱戦に、詰め掛けた観客からたくさん
の拍手や声援が送られました。

↑長島音頭を楽しく踊
る児童たち

→肩たたきで入所者と
直接ふれあう児童たち
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まちの話題

ょい欠けの中秋の名月ち 十五夜行事

７ぶりに本町チーム出場
県民体育大会ソフトボール

ニス練習中にひょっこりテ サソリ似の生き物出現

　旧暦の８月 15 日にあたる９月 25 日、町内各地で
十五夜行事が行われました。
　月が東の山陰から顔を出すころ、子どもたちは一斉
に自宅を飛び出し、集落内を回ってお供え物を集めて
回りました。恒例の相撲では、ちびっ子同士の対戦は
もちろん、兄弟対決や親子の対戦などもありました。
　中秋の名月は必ずしも満月とは限らないそうで、今
年の月は少し欠けていました。

　９月 15 日、16 日に曽於地区で開催さ
れた第 61 回県民体育大会（きらめき県体
２００７）に、出水地区を代表して本町のソ
フトボールチームが出場しました。
　同大会に出場したのは、町内の選手で構成
する長島ＳＣ。ソフトボール競技に町内の
チームが出場するのは37年ぶりの快挙です。
　初戦の相手は川薩チームで、初回、出水チー
ムが３点を先制し、試合を優位に進めますが、
相手に徐々に加点され、３対５で惜しくも敗
れてしまいました。
　長島ＳＣは、数々の地区内大会で優勝して
いる強豪チームに成長しています。今回の経
験を生かし、来年も出場権を獲得してくれる
ことでしょう。

　長島町総合交流ターミナル施設に９月 18 日、体長
約 10 ㌢のサソリ？が出現しました。
　この生き物を発見したのは、同施設でテニスの練習
をしていた方々。「こんなところにサソリがいるはず
はない」と調べてみると、サソリモドキの一種である
ことが判明しました。サソリモドキは世界で約 70 種
が確認されていて、日本では九州から沖縄にかけて分
布しているそうです。
　皆さん、見たことがありましたか。　

↑強豪相手に健闘する長島ＳＣの選手たち（守備側）

↓綱引きの大綱を力いっぱい引っ張る子どもたち

↑日本にサソリがいるなんて？

３
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My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

の木でプランター作成杉 平尾中で森林・林業教室

年ぶりのアトラクション３ 東町漁協「水産の日」行事

↑養殖生簀を浮かべる
フロートに乗り込み、
手漕ぎで競争。観客の
笑いを誘う

←市場内の特設ステー
ジでは、芸人による歌
や踊りが披露され、た
くさんの観客を集めた

　森林・林業への関心を高め、森林資源の
有効活用を図ろうと９月７日、平尾中学
校（竹下精一校長・生徒数 44 人）は森林・
林業教室を開きました。
　この教室は、農林水産事務所職員の協力
を得て実施。スライドを使って県内の木造
施設の建築工法などを学び、出水地域で
育った杉の木を材料に、２人１組で木製プ
ランターを作成しました。
　いち早くプランターを作り上げた曲嘉寿
樹君（１年）は「クギが入らず難しかった。
せっかく自分で作ったので、大切に使いた
い」と話していました。

　東町漁業協同組合（長元信男代表理事組合
長）は８月 22 日、「水産の日」行事を開催
しました。
　漁民供養塔公園で行われた式典には、漁業
関係者らが出席。供養塔に献花して、海難没
故者の慰霊や魚類の供養をしました。
　薄井漁港では、豊漁を祈願してマダイの稚
魚などを放流し、アトラクションとして漁船
のパレードやフロートレース、歌謡ショーな
どがあり、たくさんの観客を集めました。
　この行事は毎年行われていますが、アトラ
クションは赤潮被害等で平成 16 年以来の開
催となりました。

↓慣れない手つきながら、こつこつとプランターを作成する生徒たち

Town_Nagashima  Public  Relations17
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日 月 火 水 木 金 土

２００７

お知らせカレンダー
広報ながしま11月

※行事予定は主催者の都合により変更される場合があります。【○休日当番医、□休日当番薬局、●夜間当番医、■小児科夜間当番医（●・■は 19時～ 22時）】

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

  10/２８ ２ ３

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０   12/１

  10/２９   10/３０   10/３１ １
◎胃がん検診
◎母子相談
（保健福祉センター）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■リサイクル
　　　　　（鷹巣・諸浦）
　（山門野・川床・浦底）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

　　　文化の日

○鷹巣診療所 86-0054
○村岡歯科医院 62-0601

●高尾野医療センター 82-0017

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

■資源ごみ古紙（旧長島）

○長島クリニック88-6405
○つばさ歯科医院 62-8519

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

◎ポリオ
（保健センター）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●吉井中央病院 62-3111

■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島北部）
■不燃ごみ（鷹巣・諸浦）
　（山門野・川床・浦底）
■リサイクル　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎心配ごと相談
（保健福祉センター）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■不燃ごみ　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●吉田耳鼻咽喉科 62-0170

◎心配ごと相談
（長生園）

◎ラッコ教室
◎イルカ教室
（保健福祉センター）

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●脇本病院 75-2121

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■こどもクリニック永松 64-1500

○平尾診療所 88-2595
○久木田歯科医院 73-0470

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

■こどもクリニック永松 64-1500

◎胃がん検診
◎機能訓練

（保健センター）
◎ポリオ
（獅子島僻地診療所）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島南部）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎３歳歯科検診
◎ 3.6 歳健診
（保健福祉センター）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■リサイクル
　　　　　（鷹巣・諸浦）
　（山門野・川床・浦底）
●内山病院 73-1551

●出水総合医療センター 67-1611

◎イルカ教室
（保健福祉センター）

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●高尾野医療センター 82-0017

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■キッズクリニック 63-7707

○飯尾医院 88-5040
○金子歯科医院 63-2150

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■キッズクリニック 63-7707

◎胃がん検診
■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ポリオ
（保健福祉センター）

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎健康相談
（保健福祉センター）

■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島北部）
■不燃ごみ（鷹巣・諸浦）
　（山門野・川床・浦底）
■リサイクル　（獅子島）

●上園医院 73-1055

●出水総合医療センター 67-1611

◎ラッコ教室
（保健センター）

◎両親教室
（保健福祉センター）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■不燃ごみ　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

　　　　勤労感謝の日

○鷹巣診療所 86-0054
○石沢歯科医院 84-4411

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■二宮医院 62-0167

○長島クリニック88-6405
○橋口歯科医院 73-0508

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■二宮医院 62-0167

◎機能訓練
（保健センター）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●楠元内科医院 62-8600

◎獅子島母子健診
（獅子島アイランドセンター）
■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

◎心配ごと相談
（長生園）

◎ 1.6 歳児健診
◎ 2・2.6 歳児歯科検診

（保健センター）
■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島南部）
■びん・有害　　（旧東）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎乳児検診
（保健センター）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

● 11月３日は文化の日です。
　文化の日は「自由と平和を愛し、文化をすすめる」ことを趣旨としてい
ます。

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。
祝日には、国旗を掲げましょう！

● 11月 23日は勤労感謝の日です。
　「勤労をたっとび、生産を祝い、国民互いに感謝しあう」ことを趣旨とし
ています。

◎ポリオ
（保健福祉センター）

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611


